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指導／木部秀子指 秀木導 部 子
（「ほいくえほん」研究会）い ほ 研 ）

※ 表

小
（

雰囲気づくりができるとよいですね。

丸めた新聞紙を
つける。
丸丸めたた新新聞紙聞紙を紙をめた
つける。

指導計画の週案・日案文例は16ページへ

会））

チャイルド本社のホームページに「かんがえる」活用のヒントを動画で紹介しています。 チャイルド本社 検索

※ 表紙のQRコードからもアクセスできます。

クイズの答えはわかっても、どうしてそうする必

要があるのかを答えられる子どもは少ないかもし

れません。クイズの答えの理由もしっかり伝えま

しょう。最後に「自分で気づけるとよいね」など

と伝えると、より一層健康への意識が高まります。

年々夏の暑さが増していますね。暑さから体を守

るため外に出るときは帽子をかぶったり、水分を

こまめにとったり、汗をかいたら着替えたりする

ことを生活習慣として身につけてほしいものです。

暑い日をどう過ごしているか、子どもたちに問い

かけ話し合ってみましょう。

暑い日の過ごし方を話題にしましょう。

クイズの答えの理由をていねいに確認しましょう。

１７～１８ページを、しかけをめくった状態でコ

ピーして、壁などにポスター代わりに貼ってもよ

いでしょう。園の玄関など、普段目にしやすい場

所に貼っておくことで、自分たちでも熱中症予防

を意識できるようになるとよいですね。

絵本のコピーを活用し、暑さへの注意喚起に。

小学校へ　つながる　せいかつ
（17～ 18ページ）

をを

暑いときって
みんなはなにする？ 冷たい物を

食べる！
涼しい所で
遊ぶよ。

時々飲み物を飲まないと
体が熱くなっちゃうから、
みんなも気をつけようね。

あっ、
忘れてた！

帽子
かぶった？



※ 表

指導／柴宮佑介指導 介柴導 介
（Kids Island うちがしま）d ちが ）

みんなで よもう！

（

指導計画の週案・日案文例は17ページへ

チャイルド本社のホームページに「みんなともだち」活用のヒントを動画で紹介しています。 チャイルド本社 検索

※ 表紙のQRコードからもアクセスできます。

）

子どもたちはカレーが大好きですね。想像しただ

けで、食べたい気持ちが高まってくるかと思いま

す。表紙を見て「どんなカレーが好き？」「きょ

うは、中にもカレーが出てくるよ」と伝えると、

絵本への関心がぐっと高まるでしょう。

表紙の話からつなげましょう。

夏野菜のなかには、好きなもの、苦手なものがあ

るかと思います。絵本を見ながら一つひとつの野

菜の好き嫌いや、栄養について確認していきま

しょう。苦手な野菜でも、友達が好きと話してい

たり、栄養を知ったりすることで、食べてみる

きっかけになるかもしれません。

野菜を一つひとつ見ていきましょう。

たべたいな！　しりたいな！　食育
（22～ 25ページ）

どんなカレーが食べたいか、考えてみましょう。

えてみましょう。グループで話し合いをしたり、

おうちの人と相談してもらったりしてもよいです

ね。子どもたちのイメージが広がったら、それぞ

れの“夢のカレー”を絵に描く制作につなげても楽

しいでしょう。

そうなの？
早く

読みたい！

きょうは、
中にもカレーが
出てくるよ。

どんなカレーが
食べたい？

コロッケが
入っている
カレー。

野菜が星形に
切ってある

かわいいカレーが
いいな。

なすは
好き？

うーん…

好き！



※ 表

／水野絵里絵水 里
いくえほん」研究会）い ほ 研 ）

おいしい もの あつまれ！
（２～７ページ）

あ
（

家庭でも話題にできるよう、「おうちに夏野菜があるときは、いっしょに手触りを確認したり、断面を
見たりしてもよいですね」などと、お便りで知らせていきましょう。

指導計画の週案・日案文例は18ページへ

チャイルド本社のホームページに「ジュニア」活用のヒントを動画で紹介しています。 チャイルド本社 検索

※ 表紙のQRコードからもアクセスできます。

会））

「焼きそばは、なにでできているのかな？」など

と声をかけ、ごっこ遊びに興味・関心がもてるよ

うにしていきましょう。お祭りごっこで遊んでみ

たいと思えるよう、子どもたちの意欲を盛り立て

ていきましょう。

絵本から聞こえる音や声で期待を高めましょう。

お祭りごっこへの興味が高まる声かけを。

「みんなはお祭りに行ったことがあるかな？」と

尋ねてみます。イメージが膨らむように、子ども

たちと話し合ってみましょう。

絵本を開くまえには、「ジュージュー」「いらっ

しゃい。おいしいよ～、楽しいよ～」などの音や

声が絵本から聞こえるような演出をし、期待を

もって読み進められるようにしましょう。

実際にお祭りごっこに展開してもよいでしょう。

（14～ 17ページ）

なで作ったり、紙などで作った財布やお金を用意しておいたりすると、より楽しめますね。

お店屋さんとお客さんのグループに分けて、遊びます。

ごっこ遊びの約束として、【①みんなで決めたルールを守るようにする。②走らず、危険

のないようにする。③遊び終わったら決まった場所（「終わったよ広場」など）で待

つ。】などを定めてもよいですね。

どのお店屋さんを
やってみたい？

ぼく、
焼きそば
作りたい！

チョコ
バナナ！

あ、絵本から声が聞こえる！
よく聞いててね。

いらっしゃい！
おいしい物が
いっぱいだよ！



8

※ 表

指導／瀬川未佳指 未佳瀬指導 佳
（「ほいくえほん」研究会）い ほ 研 ）

うたの えほん

お
（

しろさ」を味わってから、子どもたち自身でも楽しめるようにするとよいですね。

9指導計画の週案・日案文例は19ページへ

チャイルド本社のホームページに「ぷう」活用のヒントを動画で紹介しています。 チャイルド本社 検索

※ 表紙のQRコードからもアクセスできます。

会））

本物の皮付きとうもろこしを用意して、みんなで

触ってみると楽しいですね。子どもたちは、ざら

ざらした皮の感触を味わったり、匂いをかいでみ

たりして、いろいろな発見をするでしょう。

絵本と見くらべながら、同じように緑色の皮がつ

いていて黄色いつぶつぶが見えないこと、ひげが

あることなどを確認してもよいですね。

実際にとうもろこしを用意して、絵本とくらべてみましょう。

実際にとうもろこしの皮をむいてみましょう。子

どもたちにむいてもらってもよいですし、先生が

みんなの前でむいてもよいですね。

むくにしたがって、とうもろこしの粒が透けて見

えてきて期待が高まります。最後の一枚がきれい

にむける瞬間を楽しみましょう。

ぜひ、むいた皮を順に並べてみてください。厚み

や色の違いに気づくでしょう。

むいた皮を並べてみましょう。

おはなし
（18～ 28ページ）

ざらざらしてる。 どんな
においかな？

絵本と同じ！
黄色、

見えないね。

出てきたよ。

いっぱい
皮あるね！

こっちは
白っぽいよ。

緑色だ！



指導／瀬川未佳指 未佳瀬指導 佳
（「ほいくえほん」研究会）い ほ 研 ）

お知らせ

目が見えないって、どんなこと？

簡単ゴールボールをしよう！

保育で絵本を楽しむコツ

今
こ
バ
先
そ
り
編
対
言
て
だ
か
だ
こ

表
子
を
筋
た
ま

8月号の 「はじめまして　ざとうくじら」8月号は海をゆうゆうと泳ぐ、ざとうくじらが登場します。
ダイナミックなジャンプや、仲間で集まって狩りをする様子など、迫力の場面をお楽しみください。

今月号では、パラスポーツについて取り上げています。競技とともに、活躍する選手を紹紹紹紹紹紹紹を紹を紹を紹を紹手を紹手を紹手を紹活活活活活活活活、活、活に、活に、活に、活に、に、もに、もに、もに、もにもに 選手選選選選選る選る選る選る選る選する選する選する選するする躍する躍する躍する躍す躍す活躍す活躍す活躍す活躍活躍活躍活躍活躍活躍活活活活 手を紹手を手を手を手を選手選手選手選手選手選手選選すすすすすすますますますますいますいますいますいまいまいまていまていま ととととととと技と技と技と技と技と競技と競技と競技と競技競技競技競技競技競技。競。競。競。競す。競す。すすすすすすす もにともにともにともともともともともとととととてていていていいいついついついついついについについについにつにつ げげげ上げ上げ上げ上げ上げ上げり上げり上げり上り上取り上取り上取り上取り上取り取りて取りて取りて取て取て取て取て取て取ててててて ていていげていげていげていげていげてげてげてげてげてげげげげげパパパパパ、パ、パは、パは、パは、パは、は、では、では、 ーポーポーポーポーポースポースポースポースポスポラスポラスポラスポラスラスパラスパラスパラスパラパラパラパラパラパパパパパパ につツにつツにつツにつツにツにツにーツにーツにーツーツーツツツ号号月号月月月今月今月今月今月今月今月今月今月今月今今今今今 では、ではでは号では号では号では号で号で号で号で号で号号号号号号月
介しました。障害があるというのはどんなことなのか、体験をしてみましょう。たいへんいいいいたいたいたいたいたいたいたいたい。た。た。たう。たう。た んんんんんへんへんへんへんへんへんいへんいへいへいへいへいへいへいててしししししをしをしをしをしをし験をし験をし験を験を験を ょょょしょしょしょしょしょましましましましましみましみましみまみまみまみまてみまてみまてみてみてみてみてみててててしてしし う。う。う。ょう。ょう。ょう。ょうょうょうょうょょょとととことことことここなこなこなこなこなこんなこんなこ 、、か、か、か、か、か、のか、のか、のか、のかのかなのかなのかなのかなのなのなのとなのとなのとなとなとなとなとなととととと 体験を体験を体験体験体験体験体験体験体体体体体体とととととるとるとるとるとるとあるとあるあるある はははははのはのはのはのはのはのはうのはうのはうのうのうのいうのいうのいういういうというというといといといといといといととと んなんなんなどんなどんなどんなどんどんどんどんどんどどはどはどはどはままままましましましましましま介しま介しま 害害害障害障害障害障害障害障害障障。障。障。障た。障た。障た。た。た。した。した。したしたしたしたしたしししましましままま があるがあるがあるがあがあがあ害があ害があ害が害が害が害が害が害が害害害害害障介し介し介し介し介し介介介介介介介
さを思うだけでなく、いきいきと運動する選手たちの喜びも感じられるとよいですね。いいいいいよいよいよいよいよいとよいとよいとよいとよとよ 。。ね。ね。ね。ね。ね。すね。すね。すね。すね。すねですねですねですねですねですですですいですいですいでいでいでいでいでびびびびびび喜び喜び喜び喜び喜びの喜びの喜びの喜び れれれられられられられられじられじらじらじら感じら感じら感じら感じ感じ感じも感じも感じも感も感も感も感も感びも感びもびもびもびもびびび るとよるとよるとよるとるとれるとれるとれるとれるれるれるれるれるれれれれれすす動す動動動運動運動運動運動運動運動と運動 たたた手た手た手た手た手た選手た選手た選手た選手選手選手る選手る選手る選手る選る選する選する選する選するするするするするすすす動す動す動 の喜の喜ちの喜ちの喜ちの喜ちのちのたちのたちのたちのたちたちたちたちたちたたたたくくくなくななななでなでなでなでな いいいいきいきいきいきいいきいいきいいきいいきいきいきいきいきい、い、い、いく、いく、いく、く、くくくくくくく と運動と運動と運と運きと運きと運きと運きときといきといきといきといきいきいきいきいきいいうううう思う思う思う思う思う思うを思うを思うを思を思を思さを思さを思さを思さをさをさをさをさささささ でなけでなけでなけでなけでけでだけでだけでだけでだけだけだけだけだけだうだうだうだうだううう

『すごいぞ！　パラスポーツ』

P.

ここ

目が見えないことや、目の見えない人を案内することを体験してみましょう。

まず、体育マットや跳び箱の踏切板を使って、下の図のようなコースを作ります。子どもたちには、3人ずつの

グループになってもらい、1人にはタオルなどで目かくしをしてもらいます。あとの2人は、案内をする役目を

してもらいます。まずは保育者が案内役を務めるなどして、コースを歩きましょう。そのときに、みんなでどん

なふうに声をかけたら伝わりやすいのか、考えてもらってもよいですね。

ボールに、ビニール袋をかぶせます。目かくしをし

た子に、保育者が投げるボールの音を聞いて、

キャッチしてもらいましょう。周りで見守る人たち

も静かに音を聞くようにしましょう。危険がないよ

う、投げる役は必ず保育者が行うようにしてくださ

い。

ガムテープを
貼っておきます。

最初に目かくしをした人に
触ってもらい、位置を確認
してもらいましょう。 曲がり角

踏切板を２つ
くっつけるなどして
作ります。

スタート
坂道

水たまり

作ります。

音をヒントにキャッチします。

15

会））

今回の絵本を作ったきっかけを教えてください。
このお話は、人生初の絵本の持ち込みに行く夜行
バスの中で思いつきました。「ピザが飛んで配達
先まで行ったらおもしろいのではないかな」と。
そこで夜行バスを降りてからすぐにミニ絵本を作
り、もともと見せるつもりだったラフとともに、
編集者さんに見ていただきました。ピザの絵本に
対しては「発想がおもしろくて好きです」、そう
言ってくれました。そのときは絵本の勉強を始め
て本当に間もない、なにもわからないような頃
だったので、その言葉は救いのようでした。それ
からなんどもなんども同じ編集者さんに見ていた
だき、思いついたときから８年後の今、形にする
ことができました。

表現でこだわったところはありますか？
子どもの頃、絵本の絵の中に描かれた細かい遊び
を見るのが好きでした。だから、この絵本にも本
筋とは関係ないところに、「こういうのを見つけ
たら喜ぶだろうなあ」という遊びを散りばめてみ
ました。

今回はおいしそうなピザが出てきますが、好きな
食べ物とピザの種類を教えてください。
豆大福に目がありません！ 和菓子屋を見つけると
必ず入って豆大福を購入します。ピザももちろん
好きで、この絵本の制作のためという名目でたく
さんピザを食べました。でも結局は母の手作りピ
ザが一番好きです。ちょうど最後に出てくるひろ
しとまさおのお母さんの手作りピザにそっくりな
んですよ。

絵本作家になろうと思ったきっかけを教えてくだ
さい。
昔から絵本に囲まれていて、絵本を読むのがとて
も大好きな子どもでした。お話を作ったり、絵を
描くのも好きで、姉に「こんな話、思いついた
よ」と簡単な絵本を作って見せることもよくあり
ました。絵を描かなくなった時期もありました
が、立ち止まって将来なにをしたいか考えたとき
に「絵本作家になりたい」と思い、絵本を作り始
めました。

保育現場の先生方へメッセージをお願いします。
わたしもボランティア活動で子どもと触れ合う機
会があるのですが、子どもって本当に発見の天才
だといつも感じます。大人が気づかないことも、
なんでも気づいて教えてくれます。子どもたちが
教えてくれるちょっとした発見に、ぜひ耳を傾け
てみてください。わたしたちが知らなかった世界
を教えてくれるはずです。

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹
んんんんんんんんんんんんん

いのぐち まお先生

おはなしチャイルド7月号
『まてまてピザ』

作・絵／いのぐち まお

いのぐち まお
三重県生まれ。第16回、19回ピンポイント絵本コンペ入選。有田川絵
本コンクール佳作入賞。作品に『ジージジジ』（鈴木出版）、絵を担当し
た『らくごえほん ばしょうさんとかっぱ』（文・桂文我／小学館）など
がある。

P.6-7

ここにご注
目

の

を

ん



福岡県出身。子どもの発達をふまえたていねいな保育のなかで50年読み聞かせの

実践を重ねる。社会福祉法人おさなご保育園園長を経て、現在は同園の理事長。

元兵庫大学短期大学部専任講師、あかし保育絵本士養成講座講師、兵庫子どもと

絵本の会顧問。著書に『絵本と子どもが出会ったら』（鈴木出版）、『絵本でひろ

がる子どものえがお』（高山智津子氏と共著）『よくわかる０～５歳児の絵本読
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ピザは宇宙人のもとへ。意外な結末に子どもたち
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みんなで よもう ！　 日本の昔話

　歩いたり、走ったり、体を自由に動かせるよう
になり、大人のいろいろな動きをまねして遊ぶよ
うになった子どもたち。動物たちのいきいきした
表情が伝わるように、明るく弾むように読んであ
げましょう。タイトルを勢いをつけて読み、「り
すさん、なにしてるのかな?」と問いかけてやりと
りしてから読み始めましょう。
　最初に登場するのは表紙のりすちゃんです。体
を縮めて、「ぎゅっ ぎゅっ ぎゅ~っ」に力を込め
て読みましょう。それからすばやくページをめく
り、勢いよく「ぱぁっ！」と読みながら手を上に
広げて見せてあげましょう。続く動物たちも同じ
ように動作をして見せながら読むとよいでしょう。
　読み終わったら、読み手が全身で「ぎゅ～っ 

ぱぁっ！」をして見せてあげましょう。子どもた
ちにも思い思いの「ぎゅ~っ ぱぁっ！」を促し、み
んなでまねっこして楽しみましょう。

おもしろいです。赤ちゃんになってしまった場面
では、気持ちを込めながらユーモアを交えて読み
ましょう。
　読み終わったら、若返りとはどんなことだった
か話し合ってみてもよいですね。

　心も体も解放される夏です。子どもたちにとっ
て、おうちの人や友達とのお出かけは特別なもの
です。行き先が海や山ならなおさらでしょう。風
景の移り変わりがしかけになっているので、まる
で本当にドライブしているように臨場感たっぷり
です。めくりに緩急をつけて読みましょう。
　車のエンジン音でお話が始まります。弾みをつ
けて読み始め、ページはすばやくめくりましょう。
突然のお花畑の風景に開放感がみなぎり、同時に
次への期待感が触発されます。早く次のページに
進みたいところですが、子どもたちはきっとそこ
ここに描かれている人や動物、物などに興味を引
かれることでしょう。そのときは読むのを一旦止
めてじっくり絵を見せてあげてください。特に、

15ページの森の場面はさまざまな動物たちを見つ
けて盛り上がることでしょう。両開きのしかけ場
面も絵をゆっくり見せてあげましょう。
　読み終わったら、もう一度それぞれの場面を見
返してみると違う発見もできて、楽しいでしょう。

　想像力が豊かになった子どもたちにとって、
「魔法をかける」や「魔法にかかる」はとても魅
力的な言葉のようです。この昔話は子どもたちを
そんな世界に誘ってくれるお話です。絵も魅力的
です。ユーモアたっぷりに読んであげましょう。
　子どもたちにはちょっと理解しにくく、不思議
な感じのタイトルです。「若返りってなに？」と
問いかけがあるかもしれませんが、受け止めてあ
げながら読み進めましょう。おじいさんが山で泉
の水を飲むと、みるみる若返ります。若者の姿で
家に戻ったおじいさんを見て、おばあさんも泉に
出かけていくことに。子どもたちは不思議がって、
「おもしろい」と身を乗り出してくることでしょ
う。若返りたいおばあさんが水を飲む場面は特に

作・絵／間瀬なおかた

　夏真っ盛り。おうちや園のプールで泳いだり、
もぐったりするのが大好きな子どもたち。子ども
たちといっしょに海に行ったつもりになって、楽
しみましょう。
　タイトルを読んだあとに、表紙と裏表紙を広げ
て見せてあげてください。「楽しそう」「泳ぎた
い」「７匹いる」など、さまざまなつぶやきが聞
こえてきそうです。イメージを広げてから読み始
めましょう。最初のページの絵をゆっくり見せて、
7匹のねずみそれぞれの特徴に注目しておくと、一
人ひとりに感情移入しながらお話に入りやすいで
しょう。電車に乗り、海に着き、入り江に場所取
りをして、仲よし親子の海水浴場面が繊細な絵で
展開されます。絵からのメッセージも伝わるよう

に見せてあげましょう。
　読み終わったら、もう一度表紙と裏表紙を広げ
て見せて、余韻を残して終わりましょう。海水浴
ごっこをしてもよいですね。
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週案例週案例

※ここでは、月刊保育絵本を活用した指導計画の週案・日案の文例を提示しています。
　あくまでも例ですので、それぞれの園の環境や園児の状況に合わせてお使いください。

文例執筆 / 山本秀子（帝京平成大学教授）

チャイルドブックを活用するときの週案・日案文例

日案例日案例

ねらい・子どもの活動内容・保育者の援助等ねらい・子どもの活動内容・保育者の援助等コーナー
５領域・10の姿との関連

コーナー
５領域・10の姿との関連

10の姿 ① 健康な心と体　② 自立心　③ 協同性　　   ④ 道徳性・規範意識の芽生え　⑤ 社会生活との関わり　⑥ 思考力の芽生え
⑦自然との関わり・生命尊重　　　　　　　   ⑧ 数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚　⑨ 言葉による伝え合い　⑩ 豊かな感性と表現

♥ 健康　▲ 人間関係 
♣ 環境　■ 言葉　♠ 表現５領域

・保育絵本を活用して旬の夏野菜に興味をもつ。
・保育絵本を活用して夏の健康的な過ごし方を考える。

・保育絵本を活用して夏の健康に関心をもつ。　
・保育絵本のお話を読み、たくさんの言葉に触れる。

社会

♥▲♣■
①⑤⑥⑨

身の回りの
なぜなぜ

♣■
④⑤⑥⑧⑨

小学校へ
つながる生活

身の回りのマークの役割について考え、どんな人にとっても便利な工

夫について関心を高める。

自分の身の回りで、絵本に載っている以外のマークを探し、クラスの

なかで発表する。

クイズを楽しみながら、オリンピック・パラリンピックに関心をもつ

とともに、体を動かす気持ちよさに気づく。

選手ががんばる姿を見て感動を共有する。保育のなかでもがんばった

達成感が味わえるような環境を設定し、その姿を見逃さない目をもつ。

●

●

●

●

夏を健康に過ごすために気をつけることをクイズで確認し、生活のな

かで実践できるよう意識する。

同年齢、または異年齢の子に向けて、「夏の健康」について意識を高め

る環境づくりの工夫（ポスター製作など）を子どもたちと話し合い、

実行する。

●

特集

お話

●

夏野菜カレーに入っている野菜を考えることで、旬について知り、食

べたい気持ちを高める。

カレーの他に夏野菜を食べた経験を友達同士で話し、共有する。

●

食育 ●

●

●

お話
言葉遊び

■♠
⑥⑨⑩

●

●

●

数・シール

♣■♠
⑥⑧⑨⑩

条件通りの順番に並べるシール遊びを楽しみながら、順列の考え方を

身につける。

順列に従って並んだり、物を並べたりする経験を普段の保育にも取り

入れることで理解を深める。また自分で「並べられた」という達成感

を味わう。

●

●

シール

夏野菜たちのすもうを応援したり、どちらが勝つか考えたりしながら、

観客になったつもりでお話を楽しむ。

保育のなかで実物に触れ、このお話で知った夏野菜の特徴を感触や視

覚で感じる。　

夏野菜それぞれの特徴を知り、それが勝敗につながるおもしろさを味

わう。

●

●

さまざまな競技の写真を見ることで、オリンピック・パラリンピック

への興味を深める。

種目の説明の際には、実際に体感できる工夫をして（例えば子ども９

人が並んでみる）、選手のすごさが感じられるようにする。

笹に短冊や飾りを付けることを楽しみ、七夕の行事への期待を育む。

各動物からイメージする「願いごと」を想像して、クラスで話題にする。

♥▲♣■
①⑤⑥⑨

♣■♠
⑥⑨⑩

♥♣■
①⑦⑨

♣■
⑥⑦⑨

♥▲♣■♠
①③⑥⑦⑨⑩

●

●

暑い夏に負けず元気に過ごすための方法を、クイズを通して楽しく身

につける。

絵本に出てくる「夏の健康」がどのようなときに実行できたかを話題

にし、ほめたりクラスで共有したりすることで、より意識を高められ

るように工夫をする。
♥♣■
①⑦⑨

生活

●

●

お話を楽しみながらしりとりをすることで、たくさんの言葉に触れ、

語彙を増やす。

しりとりを通して、同じ頭文字から始まる言葉にさまざまな物がある

おもしろさを味わう。

ご い
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・保育絵本のお話を読み、たくさんの言葉に触れる。

社会

♥▲♣■
①⑤⑥⑨

身の回りの
なぜなぜ

♣■
④⑤⑥⑧⑨

小学校へ
つながる生活

身の回りのマークの役割について考え、どんな人にとっても便利な工

夫について関心を高める。

自分の身の回りで、絵本に載っている以外のマークを探し、クラスの

なかで発表する。

クイズを楽しみながら、オリンピック・パラリンピックに関心をもつ

とともに、体を動かす気持ちよさに気づく。

選手ががんばる姿を見て感動を共有する。保育のなかでもがんばった

達成感が味わえるような環境を設定し、その姿を見逃さない目をもつ。

●

●

●

●

夏を健康に過ごすために気をつけることをクイズで確認し、生活のな

かで実践できるよう意識する。

同年齢、または異年齢の子に向けて、「夏の健康」について意識を高め

る環境づくりの工夫（ポスター製作など）を子どもたちと話し合い、

実行する。

●

特集

お話

●

夏野菜カレーに入っている野菜を考えることで、旬について知り、食

べたい気持ちを高める。

カレーの他に夏野菜を食べた経験を友達同士で話し、共有する。

●

食育 ●

●

●

お話
言葉遊び

■♠
⑥⑨⑩

●

●

●

数・シール

♣■♠
⑥⑧⑨⑩

条件通りの順番に並べるシール遊びを楽しみながら、順列の考え方を

身につける。

順列に従って並んだり、物を並べたりする経験を普段の保育にも取り

入れることで理解を深める。また自分で「並べられた」という達成感

を味わう。

●

●

シール

夏野菜たちのすもうを応援したり、どちらが勝つか考えたりしながら、

観客になったつもりでお話を楽しむ。

保育のなかで実物に触れ、このお話で知った夏野菜の特徴を感触や視

覚で感じる。　

夏野菜それぞれの特徴を知り、それが勝敗につながるおもしろさを味

わう。

●

●

さまざまな競技の写真を見ることで、オリンピック・パラリンピック

への興味を深める。

種目の説明の際には、実際に体感できる工夫をして（例えば子ども９

人が並んでみる）、選手のすごさが感じられるようにする。

笹に短冊や飾りを付けることを楽しみ、七夕の行事への期待を育む。

各動物からイメージする「願いごと」を想像して、クラスで話題にする。

♥▲♣■
①⑤⑥⑨

♣■♠
⑥⑨⑩

♥♣■
①⑦⑨

♣■
⑥⑦⑨

♥▲♣■♠
①③⑥⑦⑨⑩

●

●

暑い夏に負けず元気に過ごすための方法を、クイズを通して楽しく身

につける。

絵本に出てくる「夏の健康」がどのようなときに実行できたかを話題

にし、ほめたりクラスで共有したりすることで、より意識を高められ

るように工夫をする。
♥♣■
①⑦⑨

生活

●

●

お話を楽しみながらしりとりをすることで、たくさんの言葉に触れ、

語彙を増やす。

しりとりを通して、同じ頭文字から始まる言葉にさまざまな物がある

おもしろさを味わう。

ご い



※ここでは、月刊保育絵本を活用した指導計画の週案・日案の文例を提示しています。
　あくまでも例ですので、それぞれの園の環境や園児の状況に合わせてお使いください。

文例執筆 /山本秀子（帝京平成大学教授）

日案例

チャイルドブックを活用するときの週案・日案文例

週案例
日案例

週案例

10の姿５領域 ① 健康な心と体　② 自立心　③ 協同性　　   ④ 道徳性・規範意識の芽生え　⑤ 社会生活との関わり　⑥ 思考力の芽生え
⑦自然との関わり・生命尊重　　　　　　　   ⑧ 数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚　⑨ 言葉による伝え合い　⑩ 豊かな感性と表現

♥ 健康　▲ 人間関係 
♣ 環境　■ 言葉　♠ 表現

・保育絵本を活用し、身近な夏の昆虫に興味をもつ。　　　　　　
・保育絵本のとうもろこしのお話を読み、食べる意欲につなげる。

・保育絵本を活用して夏の生活の約束を知る。　　　　
・保育絵本を活用して季節感のあるお話を楽しむ。

ねらい・子どもの活動内容・保育者の援助等

生活

あそび・
おたのしみ

●

●

●

●

●

●

ねらい・子どもの活動内容・保育者の援助等

シール

■♠
⑥⑨⑩

生活

♥♣■♠
④⑤⑥⑦⑧⑨

環境

▲♣■
⑥⑦⑨⑩

●

●

●

いろいろなせみの鳴き声や姿を知り、実際の観察につなげる。

せみについて知っていることや体験したことを話題にして保育に取り

込み、クラスの友達や保育者と共有する。

ゆかいな形の乗り物に乗った昆虫たちを貼ることで、さまざまな昆虫

に興味をもつきっかけにする。

昆虫の形状から子どもたちがさまざまなイメージを広げ、自分が乗っ

ている気持ちになって楽しむ。

大人と手をつなぐ大切さを知るとともに、道を指でたどり交通ルール

を楽しく覚える。

絵本のなかで約束したことを実際に園外保育などで体験し、実践に役

立てる。

とうもろこしがどのようにできるかを知り、興味をもつことで「食べ

てみたい」という意欲につなげる。

実物のとうもろこしを保育に取り込み、このページで知った事柄を実

際に知る環境を作る。

とうもろこしをどのような料理で食べるのが好きかを、必要に応じて

保育者の援助も受けながら言葉で表現をする。

●

食育

●

●

●

●

●

歌

▲♣■♠
⑥⑦⑨⑩

お話 ●

●

●

シール

●

●

お話

▲♣■♠
⑦⑨⑩

野菜の断面に注目したり、料理を食べるまねっこをしたりすることで、

夏が旬の野菜に関心をもつ。

トマトやきゅうりなどを実際に触ったり、匂いをかいだり、簡単なクッ

キングを保育に取り入れたりして、野菜の特徴を五感で感じる。

しかけページで絵の変化を発見しながら、うたう楽しさを味わう。

七夕の行事をきっかけに昼間と夜との空の変化を知る。

うたに合わせて、星の表現を友達と楽しむ。

熱中症にならないためには、帽子をかぶることや、水分をとることが

大切だと確認する。

このページで確認した事柄を、子どもたち自らが実践できるような（で

きたことをほめるなど）言葉かけを保育者が心がける。

自分も工作をしてみたいという気持ちや、お祭り行事への期待を高め

る。

園全体、もしくは学年単位で「お祭りごっこ」を体験することで、友

達との協力や見立てることの楽しさを感じる。

お話を通して、身近な虫であるありの世界に入り込み、いっしょにド

キドキ感を感じる。

ありが自分たちと同じように夏を楽しんでいる様子から親近感を抱き、

ありへの興味・関心をもつ。

誰をどこで遊ばせてあげようか考えながらシールを貼ることで、自分

も海で遊んでいるような気持ちになって楽しむ。

シールの動物がなにをしているのかを子どもたちと話し、海で遊ぶイ

メージを広げる。

♥♣■
①⑦⑨

♥♣■
①②⑦⑨

▲♣■♠
③⑥⑨⑩

♣■♠
⑥⑦⑨⑩

コーナー
５領域・10の姿との関連

コーナー
５領域・10の姿との関連

♣■
⑦⑨

●

●

※ここでは、月刊保育絵本を活用した指導計画の週案・日案の文例を提示しています。
　あくまでも例ですので、それぞれの園の環境や園児の状況に合わせてお使いください。

文例執筆 /山本秀子（帝京平成大学教授）

日案例

チャイルドブックを活用するときの週案・日案文例

週案例
日案例

週案例

10の姿５領域 ① 健康な心と体　② 自立心　③ 協同性　　   ④ 道徳性・規範意識の芽生え　⑤ 社会生活との関わり　⑥ 思考力の芽生え
⑦自然との関わり・生命尊重　　　　　　　   ⑧ 数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚　⑨ 言葉による伝え合い　⑩ 豊かな感性と表現

♥ 健康　▲ 人間関係 
♣ 環境　■ 言葉　♠ 表現

・保育絵本を活用し、身近な夏の昆虫に興味をもつ。　　　　　　
・保育絵本のとうもろこしのお話を読み、食べる意欲につなげる。

・保育絵本を活用して夏の生活の約束を知る。　　　　
・保育絵本を活用して季節感のあるお話を楽しむ。

ねらい・子どもの活動内容・保育者の援助等

生活

あそび・
おたのしみ

●

●

●

●

●

●

ねらい・子どもの活動内容・保育者の援助等

シール

■♠
⑥⑨⑩

生活

♥♣■♠
④⑤⑥⑦⑧⑨

環境

▲♣■
⑥⑦⑨⑩

●

●

●

いろいろなせみの鳴き声や姿を知り、実際の観察につなげる。

せみについて知っていることや体験したことを話題にして保育に取り

込み、クラスの友達や保育者と共有する。

ゆかいな形の乗り物に乗った昆虫たちを貼ることで、さまざまな昆虫

に興味をもつきっかけにする。

昆虫の形状から子どもたちがさまざまなイメージを広げ、自分が乗っ

ている気持ちになって楽しむ。

大人と手をつなぐ大切さを知るとともに、道を指でたどり交通ルール

を楽しく覚える。

絵本のなかで約束したことを実際に園外保育などで体験し、実践に役

立てる。

とうもろこしがどのようにできるかを知り、興味をもつことで「食べ

てみたい」という意欲につなげる。

実物のとうもろこしを保育に取り込み、このページで知った事柄を実

際に知る環境を作る。

とうもろこしをどのような料理で食べるのが好きかを、必要に応じて

保育者の援助も受けながら言葉で表現をする。

●

食育

●

●

●

●

●

歌

▲♣■♠
⑥⑦⑨⑩

お話 ●

●

●

シール

●

●

お話

▲♣■♠
⑦⑨⑩

野菜の断面に注目したり、料理を食べるまねっこをしたりすることで、

夏が旬の野菜に関心をもつ。

トマトやきゅうりなどを実際に触ったり、匂いをかいだり、簡単なクッ

キングを保育に取り入れたりして、野菜の特徴を五感で感じる。

しかけページで絵の変化を発見しながら、うたう楽しさを味わう。

七夕の行事をきっかけに昼間と夜との空の変化を知る。

うたに合わせて、星の表現を友達と楽しむ。

熱中症にならないためには、帽子をかぶることや、水分をとることが

大切だと確認する。

このページで確認した事柄を、子どもたち自らが実践できるような（で

きたことをほめるなど）言葉かけを保育者が心がける。

自分も工作をしてみたいという気持ちや、お祭り行事への期待を高め

る。

園全体、もしくは学年単位で「お祭りごっこ」を体験することで、友

達との協力や見立てることの楽しさを感じる。

お話を通して、身近な虫であるありの世界に入り込み、いっしょにド

キドキ感を感じる。

ありが自分たちと同じように夏を楽しんでいる様子から親近感を抱き、

ありへの興味・関心をもつ。

誰をどこで遊ばせてあげようか考えながらシールを貼ることで、自分

も海で遊んでいるような気持ちになって楽しむ。

シールの動物がなにをしているのかを子どもたちと話し、海で遊ぶイ

メージを広げる。
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